
⑩

ツールバーのフォーマットアイコ
ンをクリックして、希望のスタイ
ルに変更してOKをクリックし、引
用処置を規定どおりに行わせま
す。

ツールバーのフォーマットアイコ
ンをクリックして、希望のスタイ
ルに変更してOKをクリックし、引
用処置を規定どおりに行わせま
す。

⑨



Import 手順

各種データベースサイトでの検索結
果データをとりこむことができます。

各種データベースからのデータ取り込み

PubMedの場合
①検索の結果において、取り込みた
いデータにチェックます。
②Display項目をMEDLINEにします。
③Send To欄をFileに変更します。
④ファイルのダウンロードボックスに
おいて保存ボタンをクリックします。
⑤保存場所とファイル名を決めて保
存します。



Import 手順(続)
⑥EndNote WebにおいてCollectタブ
を選んでImport Referencesをクリッ
クします。
⑦Customize this listをクリックし、こ
の場合PubMed(NLM)をクリックして
Copy to Favoriteボタンをクリックしま
す。
⑧参照ボタンをクリックして、先に取り
込んだPubeMedダウンロードファイ
ルのフォルダを見つけてファイル選択
します。さらにフィルタを
PubMed(NLM)に指定し、データを格
納するグループを指定します。(ここで
は標準で用意されているUnfiledにし
ています。)
⑨Importボタンをクリックします。イン
ポートされたことがメッセージ表示さ
れます。

⑥

⑦

⑧

⑨



フォーマットリストの作成（Bibliography）フォーマットリストの作成（Bibliography）

Bibliography機能により、投稿
スタイルを適用して、論文作成
とは別に、グループ内の文献リ
ストをいつでも作成できます。

Bibliography機能により、投稿
スタイルを適用して、論文作成
とは別に、グループ内の文献リ
ストをいつでも作成できます。

① Formatタブをクリックします。
② Bibliography画面において、
References項目の右端の矢印を
クリックして、データを格納したグ
ループのいずれかを指定します。
フォーマットのスタイルを
Bibliographic style項目から選択
し、File format項目からファイル形
式を指定します。
③出力用のボタンSave、E-Mail、
Preview & Printのいずれかをク
リックして文献リストを得ます。ここ
での例では、ブラウザ画面にプレ
ビューしています。

①

②

③



データの出力(Export References)データの出力(Export References)

投稿スタイルを用いず、データの形
式を指定して出力することができま
す。

①

②

③



6

Format Paperによる投稿論文の引用リスト作成

あらかじめ引用データをBibliography機能
でファイル保存しておくと便利です。



7

論文作成をMS-Wordで行い、rtfファイル(リッチテキスト)
保存します。



8

{Giessing, 2007}

引用部分に著者と出版年を先のBibliographyリストからの
コピーか、手入力にて埋め込みます。

中かっこ｛

著者のファミリーネーム

中かっこ}

4桁の年号

コンマ,
半角空白

スペース

スペース



9

①Format Paperを選んだ上、右側領域において、参照ボタ
ンをクリックして論文ファイル(リッチテキスト)を指定します。

②投稿スタイルを選びます。

③Formatボタンをクリックします。

①

②

③



10

埋め込んだ表記と、データがマッチしたことが示され、
保存別ファイル名確認が表示されますので、任意場所
に保存を行います。



11

フォーマットが完了します。

引用指定
した論文

引用箇所



追補


